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　　　　　　認知症は、誰にでも起こりうる脳の病気によるもので
す。アルツハイマー病やレビー小体型認知症、脳卒中な

どさまざまな原因で、脳の細胞の働きが悪くなり、記憶力や判断力
に障がいが起こり、日常生活に支障が出ている状態が６カ月以上続
くことを言います。
早期診断・治療が大切
　正常圧水頭症や慢性硬膜下血腫などの脳の病気、甲状腺ホルモン
の異常などの内科的な病気、不適切な薬の使用により認知症の症状
が出ることがあり、早めに治療することで回復する場合があります。
特にアルツハイマー病は、早期であるほど薬で進行を遅らせること
ができ、健康的な生活を長く維持することができます。

市が行う事業
●認知症安心ガイドを配布
　認知症について理解し、認知症になってもいつまでも住み慣れた
地域で暮らせるように、利用できるサービスや相談先などをまとめ
た「認知症安心ガイド」を作成しました。市ホームページに掲載し
ているほか、長寿介護課、地域包括支援センターで配布しています。

認知症 ●認知症検診
腹１１月３０日㈫まで
複指定の医療機関（市ホームページなどをご覧ください）
覆市内に在住の６０歳（昭和３６年４月２日～昭和３７年４月１日生まれの方）
または、６５歳以上の方（昭和３２年４月１日以前に生まれた方）
淵医療機関に備え付けてある「脳の健康度チェック票」に記入し、
医師の診察を受ける（無料）
弗健康保険証、お薬手帳
●認知症サポーター養成講座
　「認知症サポーター」は、認知症について正しく理解し、偏見を持
たず、認知症の方や家族を温かく見守り、安心して暮らせる地域を
作っていくための応援者です。「生涯学習まちづくり出前講座」に
おいて無料で受講できます。
覆市内在住、在勤、在学の５人以上の方
●オレンジカフェ（認知症カフェ）
　認知症の方やご家族、地域の方や専門職の方などが、参加・交流
できる“集いの場”です。詳しくは、地域包括支援センターへお問い
合わせください。

９月９月はは世界世界アルツハイマーアルツハイマー月間月間 ～認知症は正しい理解と、～認知症は正しい理解と、
早期発見・早期治療が大切です～早期発見・早期治療が大切です～

　アルツハイマー病は認知症の原因疾患のおよそ半分を占める病気です。世界アルツハイマー月間とは、病気の本人や家族がよりよく生活
できる施策の充実を目指して活動を行っている国際アルツハイマー協会が提唱しました。
　また、９月２１日はアルツハイマーデーと制定されており、世界各国でさまざまな啓発活動が行われています。 物長寿介護課☎奮４４８

【犬を飼う際のマナーについて】
―犬のフン害防止―
　犬の散歩における飼い主のマナーについて、苦情が寄せられてい
ます。散歩時にフン尿を処理することは大切なマナーです。フンは
持ち帰り、おしっこは水で流すなどの処理をしましょう。
―散歩時の注意―
　犬の散歩は、事故などを避けるため、人や車通りの少ないルート
を選びましょう。また、引き縄を外す、必要以上に長くすると、犬
が苦手な人を不安にさせるほか、犬の突然の行動を制御できず、ト
ラブルの原因となるためやめましょう。

　動物の愛護と適正な飼い方についての理解と関心を深めるため『動物愛護週間』が設けられています。
　近隣とのトラブルを避けるため、動物を飼う前にその習性を良く調べ、最期まで責任を持って面倒を見ましょう。

物環境リサイクル課☎奮２３５

９月２０日から２６日は『動物愛護週間』　～動物は愛情と責任をもって飼いましょう～

９月１０日は『下水道の日』９月１０日は『下水道の日』　下水道のことを考えてみましょう下水道のことを考えてみましょう
　下水道の役割、正しい使い方などについて、お知らせします。 物下水道課☎奮４２２

下水道の役割
○美しい自然を守る
　汚した水をそのまま川や海へ流すと、豊かな美しい自然や都市の
環境は破壊され、水利用にも大きな支障が生じます。「自然から得
たきれいな水は、ふたたび、もとの状態にして自然にかえす」こと
が、私たちの負っている義務です。そして、下水道は、そのために
欠かせない施設なのです。
○住みよい環境をつくる
　下水道の整備により、家庭や工場からの汚水を速やかに排除し、
悪臭やハエ・蚊の発生しにくい、衛生的で住みよい街になります。

下水道を正しく使いましょう
　下水道はゴミ箱ではありません。流してはいけないもの(右表)が
あります。ルールを守って正しく使いましょう。

表 下水道へ流してはいけないもの

【さくらねこＴＮＲ活動について】
　ＴＮＲ活動とは、捕獲（Ｔｒａｐ）し、不妊手術（Ｎｅｕｔｅｒ）を行い、
さくら型に耳をカットして元の場所に戻す（Ｒｅｔｕｒｎ）という、猫
によるトラブル削減を目的とした地域住民のための活動です。市で
は、（公財）どうぶつ基金の「さくらねこ無料不妊手術事業」に参
加し、市内のＮＰＯ団体と協力しながら、野良猫に不妊手術をする
取り組みを進めています。
―ＴＮＲ活動によるエサやりについて―
　ＴＮＲ活動のために猫を１カ所に集め、エサやりをしますが、その
後フンなどを回収します。
※「かわいそうだから」といった理由でエサやりをしたり、ＴＮＲ
活動と名乗っているが、フンなどの後始末をしない方がいます。地
域住民の迷惑になるため、そのような行為はやめましょう。

　ルールなどを守ることでトラブルを避けることが
できますので、マナーやしつけを身につけましょう。

❶水に溶けないもの
ティッシュ、紙おむつ、
生理用品、布類、シート
類、ガム、ゴム製品、タ
バコの吸いがらなど
は、詰まりの原因とな
ります。

❸髪の毛、野菜くず、ゴミ
排水管や下水道管が詰
まったり、下水処理場
の機能を低下させま
す。

❹ガソリン、灯油、シンナー、石
油、アルコール類などの鉱物油類

排水管や下水道管の中
で揮発性のガスが発生
し、爆発を起こす原因
となります。

❷てんぷら油やサラダ油の廃油
排水溝に流すタイプの
食用油処理剤を使用し
ても環境へ与える油の
影響は軽減されません。

排水管や下水道管内で石けんと油が
化合して固まり、詰まりの原因となり
ます。
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